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自身の決意表明とも言える。その意味で本論文は、日本と韓国漆芸の新たな時代の可能性を予測させる
ものであり、今後、さらに重要性を増していくことと思われる。評者は、その可能性の豊さをもって本
論文を博士学位授与にふさわしいものと評価したい。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 作品のイメージソースとして韓国の伝統建築を念頭に屋根、柱から形成された線を一つの形に統合し
ている。屋根、軒等の美しく柔軟であり、また張りのある曲線の複合体から本申請者はフォルムを追求
し、オブジェへの昇華である。形体は屋根を流れる水滴を想像させる。 
 変り塗り技法は江戸時代には鞘塗りと言われ、刀の鞘、印籠等に多種な材料を用い様々な漆塗り装飾
表現を創案し、ある種ファッション化した時代であった。 
 本申請者の９年間の変り塗りの研究期間を費やした経験をもとにあらたに独自の変り塗り技法の研究
と現代の生活空間の中における装飾の可能性を追求した本提出作品は評価に値する。 
 発泡スチロールを切削し形体を見出し、のり漆で麻布を貼り重ねる乾漆技法で本体を形成し、オブジ
ェとしてだけではなくスリット部からもれる光が天井、壁へと反映し照明器具を兼ねた造形作品は、現
代的生活空間の中で効果的であろう。 
 ３点の大きな形体を造形し全体を覆う変り塗り技法はそれぞれ違った表現がなされ、変り塗りの効果
としては弱いが存在感のある作品に仕上がっている。 
 漆芸の新しい分野の可能性を感じさせる作品であり高く評価できる。また研究熱心な姿勢を持つ本申
請者はこれからの韓国漆芸を担っていく人材であると考える。よって博士学位授与にふさわしいと判断
する。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 本申請者の林大永氏は、韓国において、学部、修士と自然を見つめながら、自然界が作り上げる造形
美をもとに作品を作り続け、発表をしてきた。特に韓国の人が着ていた韓服に風をはらんだ服装からイ
メージを受けた形は、直線と曲線の要素が混ざり合い、観る人に豊かな感性を与えるものである。日本
に留学し、金沢美術工芸大学において、江戸時代から伝わる百工比照などの変わり塗りの表現研究を始
め、輪島の漆芸研究所において、更なる実証研究に励んできた。 
 本学に進学してからは、乾漆による小さな小箱を作り、その上を独自に研究を重ねてきた変り塗り技
法で完成させ、東京やソウルなどで個展を行い、高い評価を得てきた。 
 その中で造形のもとを韓国の古建築の持つ反りのある形の意味性を研究し、乾漆による造形物を作り、
研究開発した変り塗り技法で装飾した作品が、今回の発表作である「神秘の中に」シリーズである。こ
の作品は空間におかれる造形物としての存在を持つだけでなく、中に光源を入れるとそのスリットから
出てくる光と影が壁や天井に映り込む世界をも、考えて造形されている。 
 本作品とともに提出された論文は、韓国における古建築の持つ線の意味、造形の妙を研究し、各種文
献を読み解き、１章、２章と論を進めている。変り塗りについては３章にて歴史と自分が開発した技法
について詳述をしている。漆は多くの可能性を秘めているがゆえに、今後も作家によって新たな変り塗
り技法が生み出されるだろうことを暗示している。 
 提出された作品と論文は共に高い水準に達しており、バランスが取れて、審査委員からの評価は高く、
博士号の学位取得者として、本学のこれから続く漆芸領域の模範となるものである。 
 林大永氏は韓国と日本の修士号を取得し、その上に本学の博士号を取得することで、日本と韓国のみ
ならず、今後は広く世界においての漆芸作家、指導者として活躍できうる人材である。 
